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始めます。「やさしさひろがる」地域共生で暮らしに夢を！！

■平成21年11月15日（日）雨天決行

■会場／海の中道海浜公園
　　-入園は西口から-

お申込期間

平成21年９月１日（火）〜10月16日（金）必着

　ただし、定員2,000名になり次第締め切らせていただきます。
■申込書は下記にあります
（社）福岡県青少年育成県民会議・福岡県庁１階・連合福岡・九州
労働金庫福岡県内本店支店・アクロス福岡・福岡市情報プラザ・
福岡市各区役所・青少年育成市町村民会議
　申込書がない場合は下記受付事務局までご連絡ください。

お問い合わせ先

福岡県民さわやかマラソン大会事務局
　TEL　092−432−7110　FAX　092−432−6755
９月１日（火）からの問い合わせ事務局
　TEL　092−716−6260　FAX　092−721−4692
　〔平日の午前10時から午後５時まで※祝日を除く〕

■種目一覧

 1 小　学　１　年 １
 2 小　学　２　年 km
 3 小　学　３　年 男子
 4 小　学　１　年 １
 5 小　学　２　年 km
 6 小　学　３　年 女子
 7 小　学　４　年
 8 小　学　５　年
 9 小　学　６　年
 10 中　学　生
 11 一　　　般
  （高校生以上）

種目
番号 部　門 種目 種目番号 部　門 種目

２
km
男子

 12 小　学　４　年
 13 小　学　５　年
 14 小　学　６　年
 15 中　学　生
 16 一　　　般
  （高校生以上）

２
km
女子

 17 中　学　生
 18 高校生以上
  　～20歳代
 19 30歳代
  　～40歳代
 20 50　歳　代
 21 60　歳　以　上

５
km
男子

 22 中　学　生
 23 高校生以上
  　～20歳代
 24 30歳代
  　～40歳代
 25 50　歳　代
 26 60　歳　以　上

５
km
女子

 27 高校生以上
  　～20歳代
 28 30歳代
  　～40歳代
 29 50　歳　代
 30 60　歳　以　上

10
km
男子

10
km
女子

 31 高校生以上
  　～20歳代
 32 30歳代
  　～40歳代
 33 50　歳　代
 34 60　歳　以　上

１
km

 35 親　子　ペ　ア
  （子は小学
  　1～3年生）
 36 親　子　ペ　ア
  （子は小学
  　4～6年生）

２
km

2009年度「福祉募金」活動に対するお願い2009年度「福祉募金」活動に対するお願い2009年度「福祉募金」活動に対するお願い福岡県
ろうふく協
福岡県
ろうふく協
　第46回通常総会において、労福協は、2009年度「福
祉募金」について取り組むことを決定しました。
　県労福協は、99年より「福祉募金」に取り組み11
年目を迎えました。02年から地域労福協が中心にな
り、地域と密着した取り組みになっています。この取
り組みは労福協活動の大きな柱となりました。本取り
組みについては、産別や地域での歴史、強弱はありま
すが、県労福協としては、さらなる努力を行い取り組
みます。物品贈与した団体と継続した助け合い活動も
大切なことから、今後の連携した取り組みを進めます。

１．募金の趣旨 従来に同じ
２．目　標　額 １人100円以上を目途に任意募金とする。
３．使　　　途 原則「物品寄贈」とし、具体的内容について
 は地域労福協幹事会で決定する。
４．募　金　期　間 当年11月～明年２月
５．集　約　期　間 明年３月～明年４月中旬
６．集　約　方　法 １）地域労福協
 　①各産別への対応方法については連合福岡、
 　　各地域連合との調整
 　②産別・連合未加盟組織　③事業団体
 ２）県労福協
 　連合との調整を要するが「産別本部」対応
７．施設と寄贈 全て地域労福協対応とする。（当該社協との連携）
８．そ　の　他 展開に伴う情宣活動、マスコミ対応は地域労福協
 県労福協は「ろうふく協NEWS掲載」、産別オルグ

〜“「公正と連帯」の社会をめざし、地域共生で暮らしに夢を!!”〜〜“「公正と連帯」の社会をめざし、地域共生で暮らしに夢を!!”〜
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全労済福岡県本部第38回通常総代会および
福岡県労働者共済生活協同組合第53回通常総代会

全
労
済
福
岡
県
本
部
第
38回
通
常
総
代
会
お
よ
び

福
岡
県
労
働
者
共
済
生
活
協
同
組
合
第
53回
通
常
総
代
会

済
福
岡
県
本
部
第
38回
通
常
総
代
会
お
よ
び
　
　
　

働
者
共
済
生
活
協
同
組
合
第
53回
通
常
総
代
会

38回
通
常
総
代
会
お
よ
び
　
　
　

協
同
組
合
第
53回
通
常
総
代
会

代
会
お
よ
び
　
　
　

 回
通
常
総
代
会

全
労
済
福
岡
県
本
部
第
38回
通
常
総
代

福
岡
県
労
働
者
共
済
生
活
協
同
組
合
第
53回

全
労
済
福
岡
県
本
部
第

福
岡
県
労
働
者
共
済
生
活
協

全
労
済福
岡
県
労
働

　本日、福岡県内各地からお忙しい中、本総代会に参加いただき、まことにあり
がとうございます。平素より全労済運動の推進にご尽力賜っておりますことに心か
ら感謝申し上げます。
　そして、公私とも大変お忙しい中ご臨席を賜りました、福岡県福祉労働部労働
局　松永局長、連合福岡　髙島会長、福岡県生活協同組合連合会　宮崎会長理
事、ご来賓の皆様方には、厚くお礼申し上げます。また、日ごろからそれぞれの立
場で全労済活動に対しまして、ご理解、ご協力を賜っておりますことに感謝申し上
げますとともに、引き続きのご指導ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。
　まず、今月中旬から発生した、中国・九州北部豪雨についてであります。この豪
雨で福岡県内はもちろんのこと西日本を中心に大きな被害をもたらしました。特に

　2009年７月31日（金）アクロス福岡４階、国際会議場において、全労済福岡県本部第38回通常総代会および福岡県労
働者共済生活協同組合第53回通常総代会が開催されました。議長に小宮　勝（電機連合）、砥上吉幸（化学総連）の両
総代選出のあと、島村理事長が以下のとおり挨拶されました。

福岡県では、７月24・25日を中心とした集中豪雨は、一時間の降雨量が100ミ
リ以上という想像を超えるものでした。この影響で、現在のところ、死者・行方不
明10名、家屋被害も4,000件を超えるなど、大きな被害が出ております。関係者
の方々には、お悔やみ申し上げるとともにお見舞い申し上げます。福岡県本部も豪
雨直後から防災委員会を立ち上げ体制を作り、現在現場調査など、その対応を行っ
ております。
　県本部の被災受付は100件を超えており、最終的には、200件以上となるもの
と考えています。被災者の方々の早急な生活再生支援を、いち早く行わなければ
なりません。
　全労済の強みは、早期の支援ができることです。全労済の力を示したいと思いま
す。関係各位におかれましてもご協力をお願いいたします。

　本日色 ご々報告しなければならない項目がありますが、何点か申し上げて挨拶としたいと考えております。

　全労済を取り巻く情勢でございますが、昨年の総代会の時期を振り返りますと、投資マネーによる原油価格の高騰でガソ
リン価格、穀物価格などの上昇があり、多くの工業・食料の原材料価格が高騰し製品価格にも跳ね返り物価が上昇し、国民
生活に多くの影響を与えている時期でした。
　９月に入りますと百年に一度といわれる、アメリカ発の世界金融危機により世界経済はもとより、日本経済にも大きな影響
をあたえ、円高の進行、株価の下落、企業業績の悪化などにより、私たちの生活環境は大きな打撃を受けました。

　次に、2009年度2010年度の福岡県の活動計画・推進目標でありますが、先ほど説明しました「中期経営政策」に基
づき各活動計画項目ごとに、福岡県本部としての具体的な活動計画（案）と2009年度事業目標を設定し、本日提示いたし
ております。
　詳しくは後で専務のほうから説明させていただきますので多くは申しませんが、今年度も昨年同様に、総代会後に行ってい
た産別・単組推進委員会ならびに各地区推進委員会を、今年度前半期の活動計画を早くご理解いただき・運動を強化する
目的で、７月上旬に内容を充実させ開催させていただきました。
　各地区理事・推進委員のご協力により、2009年度事業推進活動にいち早く入ることができたと考えております。このよう
な行事・業務の改善などを進めるとともに、大きな課題もある、事業費削減とのバランスをとりながらの活動計画となります。
　いずれにしても、労働組合の自主福祉・共済活動の支援強化および組合員の総合生活保障設計運動の促進を基本におき
ながら、活動を進めますが、今までとまた違う、効率的な推進活動を模索していかなければならないと考えています。
　さて、2009年度の事業目標でございますが、昨年の実績などを考慮しながら色々な場で論議を重ねさせていただきました
が、初めてのことではありますが口数で期首割れのマイナス13万口数を事業目標の設定数値といたしました。昨年実績・事
業費の縮減を考えますと決して楽な目標ではないと考えております。
　2009年度も昨年度にも増して厳しい経営環境が予想されています。更なる規制が強化される環境にあっても競争力を保ち、
将来にわたって組合員・協力団体に保障と安心を提供できる、組織づくりに取り組んでまいります。
　本日お集まりの総代の皆さん、また、組合員、協力団体のお力添えを得ながら、理事会・役職員一体となって事業運営を行っ
てまいりますのでご協力の程、よろしくお願い申し上げます。（挨拶の中より一部抜粋）

　続いて、福岡県（連合福岡労福協）、県生協連の来賓挨拶ならびに祝電披露のあと議案審議に入り、すべての議案につい
て満場一致で採決されました。最後に品川副理事長より閉会の挨拶にて、総会が終了しました。

参加代議員の皆さん

島村理事長挨拶

全労済福岡県本部第38回通常総代会および
福岡県労働者共済生活協同組合第53回通常総代会
全労済福岡県本部第38回通常総代会および
福岡県労働者共済生活協同組合第53回通常総代会
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掛金の一部を、環境のために。協力団体でもエコ住宅専用の保障プランが利用できるようになりました。

全労済 筑後支所
福岡県久留米市東町42－14
ワカナステートビル3F

TEL 0942－38－8211

全労済 北九州支所
福岡県北九州市小倉北区真鶴1－5－15 

真鶴会館3F
TEL 093－591－7220

全労済 福岡支所
福岡県福岡市中央区舞鶴1－1－7
全労済モルティ天神ビル1F
TEL 092－732－4047

風水害等給付金付火災共済

福岡
http://www.zenrosai-fukuoka.jp

7909B033

ホームページアドレス ����://������.�����.��.�/
〒810-8509　福岡市中央区大手門3-3-3　☎092-714-7143

お問い合わせ先

九州労働金庫福岡県本部

ローンのこと、
悩んでいても解決しない。

会社都合で離職してしまって

再就職まで返済が厳しいのですが‥

給与が減って
しまって返済が難しくなったのですが‥

ボーナスがカットされて

返済がきつくなったのですが‥

返済額の変更や期間の延長など

されてはいかがでしょうか？ 当面は元金据置で利息のみの

返済という方法もございます！

ボーナス返済をなくして毎月

返済のみへの変更が可能です！

相談しよう！みんなの生活応援バンクろうきんへ。
他 行 で お 借 入 中 の 方 も ご 相 談 く だ さ い

全国一斉生活応援運動強化月間※ 実施期間：2009年9月1日〜2010年3月31日
営利を目的としない〈ろうきん〉だからできる

“返済計画見直し” 特別相談受付中 !
※九州ろうきんでは「しあわせ創造運動」として取組みを行っています。
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北九州地域労福協／遠賀川地域労福協／福岡地域労福協／北筑後地域労福協／南筑後地域労福協／筑紫・甘朝地域労福協
京築・田川地域労福協／連合福岡／九州労働金庫福岡県本部／全労済福岡県本部／福岡県生活協同組合連合会／真鶴会館

加 盟 団 体

2009年10月５日

さまざまなニーズに応えるさまざまなニーズに応えるさまざまなニーズに応える

安心のろうきんローン安心のろうきんローン安心のろうきんローン
住宅ローン・フリーローン・

教育ローン・カーライフローン・

カードローン（マイプラン）

ホームページアドレス
����://������.�����.��.�/

お問い合わせは

九州労働金庫福岡県本部
　（092） 714−7143

全労済福岡県本部

手頃な掛金、充実の補償。
カーライフの
頼れるパートナーです。

インターネットホームページアドレス
http://www.zenrosai.coop/

全国労働者共済生活協同組合連合会

保障のことなら

（福岡県労働者共済生活協同組合）

〒812-0025 福岡市博多区店屋町6−5 小松ビル1階

ふくし情報でんわ 共同利用
県ろうふく協

グリーンコープ生協ふくおか

開設日・時間

開設日・時間

ＴＥＬ

ＴＥＬ

北 九 州(祝日も開設) 筑 紫(祝日は休み)

福 岡(祝日は休み) 筑 後(祝日は休み)

月〜金　9:00〜16:00

月〜金 10:00〜16:00

093-202-3039
月〜金　10:00〜16:00

月〜金　10:00〜16:00

092-593-5370

092-731-1455 0942-21-5406(留守番電話有り)

子育て、介護する人される人 なやまず気軽にお電話ください

　2009年９月８日（火）～９月９日（水）
鹿児島市「サンロイヤルホテル」におい
て「九州７県＋沖縄、参加者128名」で
盛大に開催されました。
　目的は労働金庫や全労済をはじめとす
る労働者自主福祉事業は、今日まで労働
者の重要な運動課題として推進され、中
心メンバーである労働組合員はもとより
勤務者総体の生活改善に大きな役割を果
たしてきています。研究集会ではこの議論をより深
化させ、実践に移していくために、労働団体や事業
団体に働く仲間が労働者福祉運動の推進にあたって

参加者の皆さん

中央労福協高橋事務局長挨拶

研究し共通認識
に立つ立場とし
て、今回は、人
と人のつながり
が大切にされる
社会に向けた内
容について学習
を致しました。

９月８日

　講演１「労福協の理念と2020年ビジョン」
　　　　　　中央労福協：高橋　均事務局長
　講演２「今の教育の現場から」
　　　　　　鹿児島県教職員組合書記長：下馬場　学
９月９日

　報告１「全労済の使命と課題」
　　　　　　小田一幸：全労済西日本事業本部長
　報告２「労働金庫の使命と課題」
　　　　　　出口能美：九州労働金庫理事長

2009年度　労福協南部ブロック研修会開催2009年度　労福協南部ブロック研修会開催2009年度　労福協南部ブロック研修会開催2009年度　労福協南部ブロック研修会開催

南部労福協髙島会長挨拶

　前号におきまして、１頁に掲載しました『第46回通常総会』
の来賓としてご挨拶いただいた方の所属部署に間違いがありま
したので、ここに訂正しお詫び申し上げます。関係各位の皆様
に大変ご迷惑をおかけしました。
誤
福岡市市民局生活安全課判田課長　様
↓
正
福岡市経済振興局産業政策部雇用労働課判田課長　様

全労済は、営利を目的としない保障の生協とし

て共済事業を営み、組合員の皆さまの安心とゆ

とりある暮らしをめざしています。出資金をお支

払いいただいて組合員になれば、各種共済をご

利用いただけます。


